職務経歴書（サンプル）

        

××××年×月×日現在

氏名：○○　○○

要          約

1990年4月○○株式会社に入社。入社後1年間、半導体量産工場立ち上げに際し、新人研修として製造装置のオペレーターや機器メンテナンスを経験。その後○年間、材料開発研究員を務め、海外工場指導や材料開発、材料分析業務、半導体プロセス研究開発業務を担当するなど、幅広く半導体事業を経験した。1998年に、株式会社△△に転職をし、以来○年間イメージセンサー開発業務を担当し、新規CCD、CMOSセンサーの量産プロセス開発を達成し、品質管理システムを開発するなど、製品量産化を達成し、会社の発展に貢献。
職務経歴

	
	
	勤務地

	1990年 4月
	●●㈱入社
	神奈川県



	1991年 4月
	半導体事業部新規材料開発課に配属


	同上

	1998年6月
	●●退職


	同上

	1998年7月
	㈱△△入社
	宮崎県



	1998年7月
	第1プロセス開発部に配属
	同上



	200×年×月
	現在に至る

  
	同上




スキル・経験

品質管理システム開発業務（株式会社△△：2年間）
· アナログBiCMOS製品技術開発を担当。量産工程全般にわたる品質管理システムの開発から導入・運用までを直接経験し、社長賞を受賞。特許2件を出願した経験有り。　　　　　　　 （2003年）
· 0.72ミクロンゲートBiCMOS工程6インチウェハラインを担当し、仕様に基づく工程条件の選定およびバイポーラとEEPROMパラメータテストの標準化に成功。評価期間の短縮・省力化に貢献。         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2002年）

新規材料開発業務（●●株式会社：2年間）
· 新規導電ペーストの開発を担当。新規材料の探索から選定評価、量産化試作、現行品拡販技術的フォロー等を担当。高熱伝導導電性ペーストの開発、ＬＥＤ、高周波部品用高接着力導電性ペーストの開発経験を有す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1991年～1992年）

新規プロセス開発業務（株式会社△△：6年間、●●株式会社：4年間）
◇ゲート線幅0.72ミクロンEEPROM製品工程の5インチおよび6インチウェハ工程の導入から量産までを経験。導入評価から標準化も担当し、半導体パラメータ評価を主に担当。また、TEGデザインも経験。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1998年～現在）
· 新規VLSI工場建設スタッフをプロセスエンジニアとして担当。用地選定・クリーンルーム設計・拡散処理室ラインレイアウト・装置選定・購入・設置・立ち上げを遂行。　　（1996年～1998年）

· IC工場の生産コスト削減を、薬液の品質を改善しつつ達成する方法の研究開発を環境エンジニアとして担当。耐薬液性フィルターを使用したシステムを設計・導入し、薬液品質を最上級にしながらコストを削減することに成功し、且つ67%の省力化を達成。 　　　　　　　　（1993年～1995年）

海外工場技術指導業務（●●株式会社：2年間）
· 米国工場に3ヶ月滞在し、0.8μm C-MOSプロセス技術を移転すると共に不良解析を遂行し、歩留まりを35％から70％に向上させた。                      　　　　          　　　　(1997年) 

· 台湾工場に７ヶ月滞在し、0.8μm C-MOSプロセス量産立ち上げを指導し、ウエハ最終工程で発生するロットアウトを不良解析手法により撲滅し、量産立ち上げを達成。　　　　　　　　(1996年)

専門知識

半導体物性・プロセス実験、不良解析、工程管理、材料開発、統計学、Ｘ線単結晶構造解析、蛋白質構造、有機高分子結晶化技術、分子設計、ＧＣ-ＭＳ，ＴＯＦ-ＭＳによる質量分析、コンピュータスキル(Excel, Word, PowerPoint, Project, Visio)、プログラミング(FORTRAN, Visual basic, HP-Basic, QV-Basic)

自己ＰＲ
半導体製造工程の立ち上げ、初期評価から量産標準化までを多数経験してきました。また、半導体パラメータをテストエレメントデザインからテストまで一貫した評価が出来ます。評価システムを構築していた経験もあり、半導体の製造工程においては、一連の経験を有していると自負しております。

半導体に関しては、材料開発等の経験も有しており、知識としては、ロジックCMOS、高耐圧CMOS、バイポーラ、EERPOMなどロジックからアナログデバイスなど多品種に渡ります。CCDやCMOSセンサーの原理も理解しており、御社において即戦力としてのお力添えができると考えております。

以上
